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平成19年4月1日指 定 年 月 日

登録定員

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、相鉄線「三ツ境」駅からバスで３分の「西部病院前」で下車し、徒歩５
分程の県立高校や幼稚園に隣接しています。木造２階建ての建物で屋内は、バリア
フリーになっています。浴室は、普通浴２ヵ所とストレッチャー浴１ヵ所がありま
す。外にいても室内から笑い声が聞こえる活気のある事業所です。
＜優れている点＞
午前、午後と歌や体操、風船バレー、かるたなどのレクを行うことで生活リズムを
身につけ、毎朝の排泄などにつなげています。私立高校の福祉委員のボランティア
を受け入れています。毎週来訪し、電球の交換や掃除、散歩の同行などを行い利用
者と交流して信頼関係を築いています。定められた消防訓練のほか、毎月、想定を
変えて自主避難訓練を行い災害に備えています。入浴をしない日は、足浴スチー
マーを使用してクリームを塗るなどのケアを地道に行い、足の血行を改善していま
す。困難事例である「オウムと一緒に暮らしたい」という利用者の意向を把握し
て、飼育の手続きや利用者および家族全員から承諾を得て、利用者の希望を叶えて
います。管理者は、小学校などで認知症の啓蒙活動を行い、地域との連携に努めて
います。
＜工夫点＞
新型コロナウイルスの影響で中止になっている運営推進会議や身体拘束廃止委員会
は、中止の旨を記載した報告書を行政に提出したり、認知症についてのレポートを
各自で作成して学び、開催の中止を補っています。

ご利用者様も年月を重ね重度になってきています。長年勤めているスタッフが多
く、ご利用者様の出会った頃を忘れずその人らしく過ごせるよう新人スタッフにも
伝え続けながら支援させて頂いています。ご利用者、スタッフ共に笑顔で過ごせる
よう、またご利用者個々のニーズに合わせられるよう日々取り組んでいます。地域
の方々へは認知症の理解を深め地域で支えあう体制作りに貢献できるようキャラバ
ンメイトとして活動させていただいています。ご利用者、ご家族、スタッフが一緒
に「きずな」という大きな家を造り、社会と繋がりを持ちながら支えあい生活して
います。ご利用者には認知症になっても役割を持ち、必要とされている意識を持っ
ていただけるよう関わらせていただいています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 〇 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　きずな

 ユニット名 こもれび

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

職員の入職時にオリエンテーションを実施し
ホームの理念を説明しています。理念はホー
ム内に提示しており毎朝、朝の挨拶と共にご
利用者様と一緒に唱和しており、ご利用者、
スタッフ全員が暗記しています。

理念は事業所内の掲示や毎朝唱和して
共有しています。年度目標「長所を伸
ばす　思いやりのあるホーム作り　地
域行事への参加」を掲げ、実践に努め
ています。意見がまとまらない時など
に、理念を再確認しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

自治会イベントや会議への参加や隣の幼稚
園、高校の行事に参加し交流を持てるように
しています。近所の方が犬を連れて遊びに来
てくれることもあります。

自治会に加入し地域の防災訓練などに
参加しています。幼稚園の運動会に招
かれたり、高校生がボランティアで来
訪して利用者と交流しています。管理
者は認知症キャラバンメイトの活動で
地域の人と交流しています。

認知症キャラバンメイトの定例会に参加し地
域の方々に認知症の理解を深めていただき貢
献できるように努力させて頂いています。地
域の方から認知症の相談も受けています。

２か月に１度の運営推進会議では、地域の情
報を聞かせて頂いたり、ご利用者を交えた
サービスの満足度をお聞きしたり介護状況の
報告を行っています。また、地域の高齢化の
現状や高齢者をどう支えていくべきかの話合
いも行っています。高齢者を抱えた地域住民
の相談も積極的にさせて頂いています。

地区社会福祉協議会会長、自治会長、
区の担当職員、地域包括支援センター
職員、民生委員が出席し、偶数月に開
催しています。介護状況やキャラバン
メイトの活動などの報告をして、意見
交換しています。「ＡＥＤを備えた
ら」などの参加者の意見を参考にして
います。

旭・瀬谷グループホーム連絡会で、市や区の
職員の方々と共に、グループホーム現状の情
報の交換を行わせて頂いたり、必要な研修に
参加しています。横浜市の高齢者グループ
ホーム連絡会にも参加させて頂いています。

グループホーム連絡会に参加した際に
担当職員と顔の見える関係を築いてい
ます。新型コロナウィルス対策などの
研修に参加し情報を得ています。定期
的にケースワーカーが、生活保護費受
給の利用者を訪れています。
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

職員一人一人が身体拘束を理解できるよう研
修に参加したり、個別対応についてを話し合
い、否定や強制・指示ではなく寄り添う介護
を心がけています。年に２回自己点検シート
を行いカンファレンスで話し合っています。

スピーチロックなど、何が拘束にあた
るのかを職員間で話し合っています。
法人の方針で防犯上、玄関を施錠して
います。離設のそぶりが見られた時
は、職員が同行して外に出ています。
外出を励行し、離設事故に繋がらない
ようにしています。

身体拘束同様、職員同士で意識するように心
がけ、声掛けにも注意しています。定期的に
ケア会議で虐待について勉強会を開きスタッ
フに意識づけをしています。

権利擁護、成年後見制度の講習や勉強会に参
加させて頂いています。　　　　ご家族より
説明等の依頼がありましたら、個別にご説明
させて頂いています。

契約時には、管理者が時間をかけて十分に説
明を行っています。　　　　　　医療連携体
制や重度化した場合、看取りについての対応
等詳しく説明させて頂き、同意を得るように
しています。

ご家族の面会時には、出来るだけ管理者がコ
ミュニケーションを取り、ご家族の意見を取
り入れて、その意見は連絡帳やカンファレン
スでの話し合いに反映させています。

きずな新聞や便りで利用者の様子を家
族などに伝えています。家族との面会
や年２回開催の家族会などで意見や要
望を聞き取り、ケアに反映していま
す。面会が困難な時は、メールや電話
で意見や要望を聞いています。

株式会社フィールズ



グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

月に一度のカンファレンスではスタッフが意
見を言いやすいように話しやすい環境作りを
しています。また、定期的に個別で面談を行
い聞く機会を設け気づきやアイディアを取り
入れています。

カンファレンスでケアの気づきや業務
改善提案などを話し合っています。管
理者は、年２回の個人面談や日常にお
いても相談などに応じています。シフ
トの作成や行事内容などに、職員の意
見や提案を反映しています。

スタッフとのコミュニケーションを大事にし
少しの変化に気づけるようしています。シフ
ト作りも、体調や家庭環境に合わせ一人ずつ
配慮し作成しています。働きやすい環境作り
や褒めることを心掛けています。また、面談
を行い相談しやすい場を設け新たな資格取得
にむけて向上心を持って働けるように働きか
けています。

法人内で資格別に分かれた研修を受けホーム
でフィードバックができています。また、定
期的に本社にて勉強会を開催しスタッフは全
員参加が出来るようにしています。法人内の
事例発表を職員で作成、発表する機会もあり
ます。

連絡会での交換研修に毎年参加しています。
法人内での事例発表へ参加しケアに取り入れ
ています。職員が自ら行きたい研修や、今後
学んでもらいたい研修を行けるようにしてい
ます。又研修の情報はその都度職員に周知
し、希望者を募るようにしています。

ご本人とのコミュニケーションを大事にして
います。話を聞き出しケアプランに取り入
れ、職員が統一した支援を行えるようにして
います。　職員は話を傾聴する事を心がけ、
変化があった場合は個人ファイルに書き込み
情報共有し連携を図っています。
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご家族にこれまでの経緯や、グループホーム
を選択された理由などをお聞きする事によ
り、ご家族が求めているものを理解するよう
努力し、ホームとしてどのような対応ができ
るか事前にお話しさせて頂いております。

訪問入浴や小規模多機能、サービス付き高齢
者向け住宅等同じ法人の利用も含めた対応を
行っています。

ご本人の意思決定を第一に考え、ひとつ屋根
の下で一緒に生活を送っているという考えで
関わりを持つようにしています。
ホームでは役割を重視し、「やりたい、やっ
てみたい」と意欲を出して頂けるよう支援し
ています。

家族会を年に２回開き、皆様に参加して頂き
ます。同じ悩みを持つご家族同士、又支援に
携わる職員も悩みや喜びを共有することに
よって、良い関係が築けています。

遠方のご家族、面会に来られないご家族、親
戚とは電話や手紙のやりとり、友人の訪問な
どで繋がりが継続できるよう支援させて頂い
ています。また、毎回身内の方が髪を切って
くれているご利用者もいます。

友人などが来訪しています。墓参は家
族などが同行しています。職員が同行
して葬儀に参列したり、喫茶店でコー
ヒーを嗜んだりして、馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に
努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

ラジオ体操やご利用者様が紙芝居を読んで下
さったり、しりとり、好きな楽器を使いなが
ら歌を唄ったり、皆で行えるアクティビティ
を行っています。　　　お茶や食事の時間
は、職員も一緒に多くの会話を持つように
し、ご利用者様同士の会話の架け橋になれる
よう努めています。

退所を検討する場合は、その後の行き先も含
めてご家族の相談に乗り、情報の提供を行っ
ています。

言葉の理解ができる方には本人の要望に添え
るようケアプランに取り入れています。意思
疎通困難な方は入所時からの関わりを元にケ
アカンファで話し合ったりご家族に聞いたり
しGHならではの個別の対応を心掛けていま
す。

状態が安定している時に思いや意向を
把握し、困難な時は、表情や言葉数の
変化などを見逃さぬようにしていま
す。「飼っているオウムと暮らした
い」という困難事例を検討し、周囲に
承諾を得て受け入れています。

入所前の生活歴を、ご本人やご家族よりお聞
きしてアセスメントシートに残し、プランに
反映出来るように努めています。

一日の生活状況を記録し、申し送りで報告・
連絡を常に行っております。　　暮らしの中
で出来る事、出来ない事、出来るようになっ
た事、出来なくなった事を見極められるよう
に努力しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

日々、本人から思いを聞くようにしていま
す。ご家族面会時はご家族からの要望を聞い
て反映させています。ケアカンファレンスで
は医療との連携ノートを活用し意見交換やモ
ニタリングをしています。ご本人がケアカン
ファに参加したりと、その都度現状に合った
ケアプランを作成しています。

介護計画は、長期６ヶ月、短期３ヶ月
の目標を設定し作成しています。モニ
タリングを行い本人や家族、医師など
の意見も計画に反映させています。退
院した時など、状況が変化した場合は
期間に関わらず見直します。

個別ファイルによる個々の生活記録に加え、
業務日誌に課題、連絡事項を記入し、いつで
も全職員が確認できるようにしており、勤務
開始前の確認を義務付けています。ケース記
録はケアプランの番号を入れ、モニタリング
に活かしています。

ご利用者にとってより良い支援を行えるよう
心掛けています。通院や送迎など必要な際
は、状況に応じて介護タクシ等柔軟に対応さ
せて頂いています。

地域の催し物に参加させて頂いています。月
に２回の音楽療法での外出や月に１回のレス
トランへの外食等へ出掛け楽しんでいます。
近隣の幼稚園や高校生との交流もあり、毎年
運動会の見学や文化祭に参加させて頂いてい
ます。

ホームの協力医には、内科・精神科の医師が
おります。ご本人・ご家族の希望する医師に
往診して頂きます。他にも状況に合わせて皮
膚科や眼科の往診も行っています。また、入
居前のかかりつけ医での受診も基本はご家族
同行ですが不可能な時は職員が代行します。

本人や家族の同意を得て、月２回、利
用者全員が協力医療機関を受診してい
ます。身体状況により、内科か精神科
の往診のどちらかを選択しています。
家族が同行して、泌尿器科などの専門
医を受診しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

週一回の訪問看護、月二回の主治医往診の際
に、健康管理と医療相談を行っています。医
療連携ノートを活用する事で、介護・看護・
主治医と状況の把握が出来るようになってお
ります。ご利用者特変時には、訪問看護へ連
絡し指示を仰ぎます。

入院の際には、管理者が付き添い介護サマ
リーを提供し情報提供を行っています。面会
時に病棟看護師や医師と話す機会を設け、ADL
が落ちる前の早期退院に向けて働き掛けてい
ます。

入居時に重度化した場合、ホームとして対応
し得るケアについての説明を行い、又、ター
ミナルケアについての対応指針を定めてお
り、ご本人ご家族の意向を確認の上、医師・
看護師・職員と方針を共有しています。

契約時に「重度化した場合における対
応に係る指針」を説明しています。医
師の判断による終末の時期は、職員、
医療従事者、家族で話し合い、本人の
意向に沿ったより良い終末期支援に努
めています。

緊急マニュアルがあり、勉強会やカンファレ
ンス時に職員に周知しています。事務所内に
緊急時の連絡表を提示しており、どこへ連絡
するべきかは全ての職員が周知しています。

毎月一度の防災訓練に加え、年に二回瀬谷区
消防署立ち合いの夜間想定防災訓練も行って
います。運営推進会議で地域住民の参加も呼
び掛けています。消防署主催の研修にも積極
的に参加しています。

年２回消防署立会いの避難訓練を行
い、実施後に職員がレポートを提出し
振りかえりを図っています。月１度の
事業所独自の避難訓練は、台所からの
出火など、数パターンを想定して行
い、火災や地震に備えています。

地震に備えた家具や冷蔵庫など
の転倒防止対策の安全性を再確
認する事で、災害対策が更に充
実することが期待されます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

声掛け等の接遇に関してや個人情報の取り扱
いについて、入職時にオリエンテーションを
行い、否定や命令の声掛けは行わず、共感す
る気持ちで接しています。カンファレンスや
申し送り時にも見直しを行っています。

利用者に対して、人生の先輩であると
いう敬意をもって接しています。言葉
使いに配慮し、穏やかな口調で話すよ
うに心がけています。特に入浴や排泄
の支援は、本人を傷つけないよう徹底
しています。

何事でも、行う前にはその方に合せた声掛け
を行い、意思の確認を行っています。また、
意思困難な方へは、表情を観察し確認を行う
ように職員に意識付けを行っています。

１０時のおやつ時にお茶を召し上がって頂き
ながらご利用者様の体調や、食べたい物、や
りたい事などお聞きしています。その日に出
来ない事は日曜日の関わりの日に希望を取り
入れるようにしています。

二か月に一度訪問理美容を利用しています。
チラシを見て服を選んだり、ご利用者様をお
店にお連れして自分で洋服を選んで購入して
います。毎日お化粧をしたり、時にはマニ
キュアをつけ楽しまれます。

その日何を食べたいか10時のおやつ時の話題
にあげ出来る限り希望を聞き入れています。
簡単な調理や配膳。食器洗いや食器拭きなど
出来るご利用者様と一緒に行っています。一
口大やミキサー食、好き嫌いを把握しその方
に合った物を提供しております。庭の畑で収
穫した野菜で何を作るか等考え楽しみになる
よう支援しています。

献立は利用者のリクエストを聞き、冷
蔵庫にある新鮮な食材で調理していま
す。ホームの畑で育てた野菜を一緒に
収穫して料理したり、旬の果物や行事
食を通して、味覚から季節を感じられ
るような工夫をしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

ご利用者一人一人に合わせ、禁止食だけでな
く、量や形、味付け等の工夫を行っていま
す。食事の摂取量や飲分量も量っており、水
分を中々摂取できない方へは好きな物を提供
したり、ご家族が持参した物を提供していま
す。職員はご利用者様それぞれの水分量が把
握できています。

毎食後に一人一人に歯磨きの声かけを行い、
チェック表に記入。就寝前は義歯の洗浄を
行っています。口腔ケアの重要性を踏まえ、
お一人お一人の方に応じてお手伝いを行って
います。又、週に１度訪問歯科による口腔ケ
アも行っています。

排泄チェック表に記録を取り、その方の周期
やパターンを把握出来るように努めていま
す。オムツの着用はせず、その方にあった時
間に誘導する事で、自力でトイレでの排泄が
出来るように支援しています。

トイレの入り口にカーテンを設置し、
プライバシーに配慮しつつ、車いす利
用の人でも入りやすいトイレなるよう
に工夫しています。可能な限り、トイ
レでの排泄を大切にした支援を行って
います。

毎朝一杯の牛乳を提供しています。便秘時に
は飲むヨーグルトをお出ししています。散歩
や体操で身体を動かしたり、腹部マッサージ
を行い便秘にならないように注意し、ストレ
スのない生活を送れるよう心掛けています。

毎朝バイタルチェックを行った上でご本人に
確認しお誘いしています。入浴時間もご本人
に合わせて調整しています。また、毎日違う
色の入浴剤を使用したり、一緒に歌を唄った
りとくつろげる工夫をしています。

２日に１度の入浴を基本としていま
す。時間と日にちは、本人の希望に合
わせています。入浴をしない日は、足
浴をしています。スチームが出る器具
を使い保湿クリームを塗るなど、足の
ケアを丁寧に行っています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

就寝時間は決めておらず、ご利用者様のリズ
ムに合わせています。夜間浅眠なご利用者様
は特に、日中の活動を増やし昼夜逆転になら
ないよう努めています。午後に休息時間とし
て、一時間程の昼寝の時間を作っている方も
います。

ケース記録には毎回新しい処方箋を入れてい
ます。薬の変更がある場合は個人ファイルに
記入し、情報の共有に努めています。提携薬
局による勉強会へも参加し良く使用される薬
についても学んでいます。服薬時は落薬をな
くすために口腔内に直接投薬しています。

生活歴を参考に、どんな事でも出来る事を探
し役割を持って頂いています。喜びを感じて
頂きたく感謝の言葉も伝えています。他に散
歩、買い物、行事等で生活に刺激を取り入れ
気分転換していただけるよう取り組んでいま
す。

ご本人にお聞きし雨の日以外は毎日外に出る
ようにしています。ご本人の希望があればご
家族の許可を頂き、外食や買い物やドライブ
等行きたい所へ行けるよう心掛けています。

天気の良い日には、散歩、ベランダ、
玄関先のベンチなどで、外気に触れる
機会を作っています。車いす使用の人
も散歩に出かけています。月に1度、
法人の車を借りて中華レストランなど
に全員で出かけています。

買い物に出掛けたら、本人が金額を確かめな
がら購入するかどうか判断して、お金を渡し
支払いをしています。近場の自動販売機にお
金を持って飲み物を買いに行くこともありま
す。
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご家族や友人に連絡をしたい時は基本的には9
時から19時の間で自由に連絡をしています。
手紙を書く方には切手を渡しスタッフがポス
トに投函しています。

共用空間は毎日掃除機とモップ掛けをしてお
り清潔に保たれています。普段からオルゴー
ルの音楽等を流したり、トイレには、落ち着
ける香りの芳香剤を設置し、壁にはご利用者
様が描いた季節の絵を貼っています。又リビ
ングの換気はこまめに行っています。

居間の窓側にゆったりとくつろげるソ
ファーを配置しています。壁には地域
の人や利用者の描いた絵画、手作りの
カレンダー、行事の写真などを掲示し
ています。居間からベランダへはス
ロープを設置し安全に出入りできるよ
うにしています。

リビングには、ダイニングテーブルとイス、
テレビの近くにはソファーがあり、ご利用者
様が好きな場所で新聞や雑誌を読まれたり、
テレビや趣味を楽しめる環境づくりに努めて
います。

使い慣れた家具を持参され、配置などもご本
人の希望、身体の状態を配慮して行っていま
す。扉にはそれぞれ手作りの表札がありま
す。

居室のエアコン、カーテン、照明は設
置してあります。入居前の使い慣れた
家具や小物、大切にしている自作の人
形などを置くことによって、自宅のよ
うな環境を作り、本人が落ち着いて過
ごせるようにしています。

廊下には手すりを配置、全面バリアフリーに
なっております。お風呂屋トイレには分かり
やすく目印を書いてあります。ご利用者様の
状況に合わせ不安や混乱を起こさないよう工
夫しています。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　きずな

 ユニット名 ひだまり

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

２か月に１度の運営推進会議では、地域の情
報を聞かせて頂いたり、ご利用者を交えた
サービスの満足度をお聞きしたり介護状況の
報告を行っています。また、地域の高齢化の
現状や高齢者をどう支えていくべきかの話合
いも行っています。高齢者を抱えた地域住民
の相談も積極的にさせて頂いています。

旭・瀬谷グループホーム連絡会で、市や区の
職員の方々と共に、グループホーム現状の情
報の交換を行わせて頂いたり、必要な研修に
参加しています。横浜市の高齢者グループ
ホーム連絡会にも参加させて頂いています。

行事等に近隣高校生がボランティアとして参
加して頂いたり、自治会イベントや会議への
参加や隣の幼稚園との交流等行っています

認知症キャラバンメイトの定例会に参加し地
域の方々に認知症の理解を深めていただき貢
献できるように努力させて頂いています。地
域の方から認知症の相談も受けています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

毎朝職員とご利用者様で理念を唱和すること
により常に理念を意識して職務を遂行できる
環境にしています。またカンファレンス等で
も意見がまとまらない時は理念をもう一度振
り返りそれに沿ったサービスを提供できるよ
うスタッフへ周知しています。
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

普段からご利用者様本人からもよりよく生活
していけるにはどうしたらいいか意見を聞い
ています。またご家族の面会時には、しっか
りとご家族からのご意見を取り入れる、面会
が難しいご家族には電話やメール等で連絡を
取り意見を伺っています。その意見は連絡帳
やカンファレンスでの話し合いに反映させて
います。

権利擁護、成年後見制度の講習や勉強会に参
加させて頂いています。ご家族より説明等の
依頼がありましたら、個別にご説明させて頂
いています。

契約時には、管理者が時間をかけて十分に説
明を行っています。　　　　　　医療連携体
制や重度化した場合、看取りについての対応
等詳しく説明させて頂き、同意を得るように
しています。

日常的なご利用者様の行動の抑制をしないこ
とはもちろんのこと、外出の機会を毎日設け
ることにより離設事故の防止に繋げていま
す。

身体的、金銭的、性的、心理的虐待や介護の
放棄など職員同士で意識するように心がけ、
声掛けにも注意しています。定期的にケア会
議で虐待について勉強会を開きスタッフに意
識づけをしています。
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

管理者や主任は開催する内部、外部の研修に
積極的に参加をして、カンファレンス等を通
じて他スタッフに共有してもらっています。
また、職員が行きたい研修に参加をしても
らったり、交換研修で他施設での現場へ出向
く等の取り組みを行っています。

入居の希望があった場合、ご本人やご家族に
希望や意見などを担当者がしっかりと伺うよ
うにしています。またホーム見学の際に管理
者が立ち会い、ご本人より生活の様子や趣味
等のお話しを伺い、ホームで安心して生活し
て頂けるようにお話をして頂いています。

職員間でしっかりと話し合いながら得意な
事、苦手な事、体力面など考慮し担当業務を
決め行っています。又、職員の希望等を考慮
し無理のないシフト作りを心がけています

講習会や勉強会に基本は全員参加をしても
らっています。また、人数の限られた講習に
関しては職員にも報告書を作成し、伝え、共
有しています。又、事例発表は年１回に開催
しており、そこで発表しています。参加して
いない職員にも報告書を作成し、伝え、共有
しています。

月に１度のカンファレンスの他に申し送りや
職員連絡ノートやご利用者様の個人のノート
をツールとして使い共有していけるようにし
ています。
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グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前からの友人が訪問に来たり、面会にな
かなか来れないご家族との電話でのやりとり
や、繋がりが継続できる支援をさせて頂いて
おります。

職員は、きずながひとつの大きな家として一
緒に生活を送っているという考え方で、ご利
用者の役割ややりたい事などをご本人と話し
合いながら日々の対応を心がけ、自分らしく
過ごして頂けるよう、支援しています。

ご家族の面会時は可能な限りご家族とコミュ
ニケーションを取りご利用者の生活をよりよ
くする為の事を話し合っています。また家族
会を年２回開き、同じ悩みを持ったご家族同
士で話し合ったり、その支援にあたる職員も
悩み、喜びを共有することによって良い関係
が築けています。

ご家族やご本人が求めている生活や不安な事
を傾聴し、これまでの経緯やグループホーム
を選択された理由などをお聞きして、ホーム
として、どのような対応が出来るのかを、考
えながらお話させて頂いております。

法人内からの移動場合は移動前の施設との情
報共有を行いご本人やご家族からの意見と照
らし合わせ必要なサービスにつなげるように
している。法人外からの場合は相談室やケア
マネージャーとの情報共有をしっかり行い必
要なサービスにつなげるようにしている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

ご本人との日々の会話の中でどのように生活
してきたのか、これからはどのようにしてい
きたいのかをしっかりと伺い、また入居時に
生活歴のお話をお聞きしする事により出来る
だけ馴染みのある暮らしを継続していけるよ
うに、努めています。

ご利用者様が生活の中で、出来る事、出来な
い事の見極めができるよう申し送りやカン
ファレンスで話し合っています。その為に生
活記録や個人ノートを使い、変化があれば共
有しています。

退所を検討される場合はその後の行き先も含
めてご家族の相談に乗り、必要であれば情報
の共有も行っております。

ご利用者ご本人からの普段の生活から汲み取
れる意見や意向、ケアプラン更新前のアセス
メントやご家族からの情報を元に、その人ら
しく生きるために職員間で話し合い支援して
います。

日々のレクリエーションや外気浴や食事等、
全員揃ってから開始する事を徹底したり、会
話やコミュニケーションが難しい場面があれ
ば職員が橋渡しとなり支援させて頂いており
ます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

内科または精神科の医師をご本人やご家族が
の希望に沿って往診して頂きます。又、眼科
や皮膚科など必要に応じて往診を受けられる
サービスとなっています。

予定日以外にも急な体調の変化があれば連携
している訪問看護や主治医の往診や必要な時
に、ご本人やご家族の状況に応じて、通院や
送迎等を行わせて頂いております。

近隣の幼稚園や高校との交流もあり、幼稚園
へ散歩、運動会を見学、高校の文化祭に参加
や地域の催し物に参加させて頂いておりま
す。

ご本人やご家族の意思、意向をケアプランに
取り入れながら、作成を行い、又、必要時に
はその都度見直し、個別の支援の評価を行っ
ています。医療との連携が必要な場合は、医
師、看護師の意見を取り入れています。

個別ファイルによる個々の生活記録、業務日
誌、連絡事項、個人ノートをツールとして運
用し、いつでも全ての職員が確認出来るよう
にしています。業務開始時に職員が確認、そ
の後に申し送りをして周知することを義務付
けています。

株式会社フィールズ



グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

急変時のご利用者への対応や連絡系統を事務
所内に張り出したり、勉強会やホーム内カン
ファレンスにおいて急変時の実践が出来るよ
うに努めています。また、救急隊に速やかに
情報を伝えられるようフェースシートの更
新、職員間での情報共有を徹底しています。

施設内での月１回での防災訓練やFIG訓練を
行い、又、年２回瀬谷区消防署にて立ち会い
訓練を行っております。又、消防署での研修
にも参加しています。災害時における連絡方
法も運営推進会議を通して、確認行っていま
す。

入院の際は、ご本人やご家族の意向も聞きな
がら面会時に病棟看護師や医師と話す機会を
設け、又、、早期退院に向けて働きかけてい
ます。

ご家族の方には看取りに関しての説明をや緊
急時に対する同意書にサインを頂きます。
ターミナルケアについての対応を定めてお
り、ご本人、ご家族の意向を確認の上、医
師、看護師、職員と方針を共有しています。

月２回の主治医往診、週１回の訪問看護、月
２回協力医との面談があり、健康管理や医療
相談を行っております。医療連携ノートを活
用しドクター、看護、介護で連携を取り状況
の把握を行っております。ご利用者急変時に
は訪問看護へ連絡し指示を仰ぎます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

食事やおやつはご利用者に希望を聞いたり、
季節料理も行事と合わせて提供しておりま
す。畑で収穫した野菜を取り入れたり又、
個々に合わせて個別に調理も行い、楽しみな
がら美味しく召し上がって頂けるように工夫
しています。

日課や家事等ができるご利用者にもその時の
気分や体調等を考慮し順番ややるやらない等
の決定をご本人に任せ、充実した時間を過ご
せるよう職員間で気を付けております。

入浴後の着替えの際は好みの服を選んで着て
頂いたり、毎日起床後には整容の時間を設け
たり、女性には化粧や衣類等の希望があれば
職員と一緒に買い物に行ったり、買ってきた
りして支援しています。又、２ヶ月に一回の
訪問美容を利用しています。

利用者一人一人にあったコミュニケーション
を常に考え、慣れから来る言葉遣い等に注意
をしながら表情や体調に考慮し、状況にあっ
た言葉かけをするように心がけています。接
遇、個人情報の取り扱いについては入職時の
オリエンテーションを行っております。

普段と違った行動がある場合等はまず何故そ
うしたいのか等をご本人の意思を聞き入れる
姿勢を常に持ち、日々の生活においてその方
に合わせた個別の声かけにより、意思の確認
を行っていくように職員へ意識づけを行って
おります。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

一日２回の体操や毎朝、牛乳、飲むヨーグル
ト等をお出ししたり、献立に野菜や食物繊維
の多い食材を使ったり、水分摂取も多めに促
しています。必要に応じて医師から処方され
た下剤を使用しています。

清潔保持を大切にし、週３回の入浴、入浴日
以外は足浴を行いながら、本人の希望や健康
状態に合わせて入浴を心がけています。また
ご利用者様の状況み応じて機械浴を行ってい
ます。その日のご利用者の予定で入浴時間も
変更させて頂いております。

毎食後一人一人に、歯磨きの声かけを行い、
必要に応じて見守りや介助を行ってい、
チェック表に記入しています。就寝前に義歯
を外して頂き、毎日義歯の洗浄を行っており
ます。歯科医師に月ごとに、実施する口腔ケ
アについて助言を受け、実施させて頂いてお
ります。

一人ひとりの状況に応じて、声かけ、誘導、
見守り、介助を行い、必要に応じて夜間のP
トイレの使用等、自立に向けた支援を行って
います。排泄チェックシートにて、排泄パ
ターンの記録を取り、その方に合った時間に
トイレにお誘い出来るように心がけていま
す。

栄養バランスが取れるよう業務日誌に献立、
食材を記入し調理前に前の物を参照して献立
の組み立ての工夫をしています。また食事量
や栄養状態が不足している方は栄養剤を摂り
補っています。一日の水分量や食事量チェッ
クを行い、水分量の少ない方は好きな物を提
供したり、ご利用者に合わせて提供しており
ます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

ご希望のご利用者には通帳残高の開示などを
行っています。また希望をするご利用者に合
わせ、買い物ケア等の支援を行っています。
支払い時には、職員が見守り、支払いを行っ
ています。

できる事は自分で行って頂けるよう声掛け等
にも気をつけながら自立に向けた支援を行っ
ています。またご利用者様の趣味や気分転換
できる事などをカンファレンス等で毎回話し
合いメリハリのある生活を提供できるよう支
援しています

ご利用者の希望に沿って、散歩や日光浴は悪
天候でなければ基本毎日行っております。
又、ご家族の外出の依頼であったり、買い物
も可能な限りご利用者ご本人と行けるよう支
援を行っています。

昼夜逆転にならないよう、日中のアクティビ
ティーに力を入れています。就寝は時間設定
はなく一人一人の生活リズムや体調に合わ
せ、スムーズに出来るように支援していま
す。日中でも個々に合わせて休んで頂いてお
ります。

処方内容が分かるリストを個人ファイルに入
れて、保存方法や効能、副作用等をすぐに確
認出来るようにしています。また、処方内容
が変更された場合は、業務日誌や個人ファイ
ルにて、確認出来るようにして、症状の変化
についても、申し送るようにも徹底していま
す。

株式会社フィールズ



グループホームきずな　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

ご本人やご家族と相談しながら居室では使い
慣れた愛着のあるものや好みの物を配置して
います。また、危険のないように環境整備に
も努めます。

個々にあった身近で出来る事を探り、声か
け、見守りをしながら、無理せずに行って頂
けるようにしています。廊下には手すりを配
置、全面バリアフリーになっております。浴
槽は低めに設定され、トイレには分かりやす
く、目印を書いております。

リビングの壁には毎月季節感のあるイラスト
や写真を張り出したり、季節のお花を飾った
りしています。共用空間の清掃も毎日行い清
潔を保っています。また、状況に応じて歌や
BGMのCDを流し居心地良く過ごして頂けるよ
う支援しています。

共用空間では、自席以外にもくつろげる場所
(ソファーや椅子)を用意し利用者が思い思い
に過ごせるように、家具の配置等の工夫をし
ています。ご利用者同士が、気兼ねなくリ
ラックスした雰囲気の中でいつでも雑誌を見
られたり、テレビや趣味を楽しめる環境作り
に努めます。

電話を希望のご利用者に９時半～１９時の間
ならば、職員見守りの元、自由に連絡を取っ
て頂いています。ごハガキ等は購入し、お渡
ししており、自由に出せるよう支援していま
す。
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